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印　刷
㈱東海フォトデザインシステム

う
な
中
で
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
科
学
部
、
生
物

部
、
放
送
部
が
全
国
大
会
に
、
バ
ト

ン
部
、
剣
道
部
、
美
術
部
が
東
海
大

会
・
近
畿
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

出
場
し
た
生
徒
に
、
同
窓
会
よ
り
激

励
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
こ
と
、

改
め
て
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

他
に
も
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
11
月
、
本
校
卒
業
生
で
あ
る
作

家
の
伊
吹
有
喜
さ
ん
が
、『
犬
が
い

た
季
節
』
の
出
版
記
念
イ
ベ
ン
ト
の

前
日
に
、
本
校
を
訪
ね
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
伊
吹
さ
ん
が
四
高
で
過
ご

し
た
教
室
や
図
書
館
、
犬
の
コ
ー
シ

ロ
ー
が
い
た
旧
用
務
員
室
や
美
術
室

を
廻
り
、
30
年
ぶ
り
に
母
校
の
空
気

に
触
れ
る
中
で
、
在
学
中
の
思
い
出

を
た
く
さ
ん
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
の
本
校
在
校
生
と
の

懇
談
で
も
、
た
く
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
在
校
生
に
と
っ
て

と
て
も
刺
激
の
あ
る
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、「
感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が
ら
経

済
を
復
活
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
命
題
の
解

決
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
正
解
が
あ
る
の
か
ど
う
か
さ
え
わ

か
ら
な
い
命
題
と
向
き
合
う
に
は
、

問
題
の
本
質
を
と
ら
え
、
知
識
と
知

恵
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
新
た
な
価
値

を
生
み
出
す
力
が
必
要
で
す
。
Ｓ
Ｓ

Ｈ
を
は
じ
め
、
本
校
の
す
べ
て
の
教

育
活
動
を
と
お
し
て
、
そ
の
よ
う
な

力
を
育
成
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
四
高
同
窓
会
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
と
も
母
校
へ
の
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら

本
校
教
育
の
充
実
発
展
に
多
大
な
る

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
中
に
歓
声
が

満
ち
あ
ふ
れ
る
年
と
な
る
は
ず
で
あ

り
ま
し
た
が
、
世
界
的
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

生
活
様
式
や
働
き
方
の
改
変
な
ど
、

私
た
ち
の
生
き
る
社
会
は
急
激
な
変

化
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
学
校

教
育
に
お
い
て
も
、
四
高
祭
や
修
学

旅
行
な
ど
の
学
校
行
事
の
中
止
や
縮

小
を
迫
ら
れ
、
部
活
動
の
大
会
も
多

く
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
コ
ス
ト
が
高
く
つ
く
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
こ
そ
人
類
の
英
知

を
結
集
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｉ

Ｔ
を
駆
使
し
て
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
達

成
し
、
２
０
５
０
年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
を
実
現
し
て
、
地

球
と
人
類
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
の
天

野
浩
名
大
教
授
は
、
日
経
新
聞
「
第

４
の
革
命　

カ
ー
ボ
ン
・
ゼ
ロ
」
の

紙
面
で
「
日
本
で
新
技
術
が
生
ま
れ

る
確
率
は
高
い
。
次
々
に
新
技
術
を

生
み
出
す
の
が
理
想
だ
。『
自
分
は

で
き
る
』『
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
を
超
え
る
ん

だ
』
と
い
う
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
持

つ
若
い
人
た
ち
を
増
や
す
こ
と
が
重

要
だ
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」
と
の

り
、
３
年
生
諸
君
や
担
任
の
先
生
方

の
ご
心
労
は
如
何
ば
か
り
か
と
拝
察

致
し
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に

受
験
生
諸
君
が
所
期
の
目
的
を
達
成

し
、
母
校
の
名
声
を
一
層
高
め
て
い

た
だ
き
ま
す
様
心
よ
り
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
受
験
前
の
在
学
生
諸
君
に

於
か
れ
ま
し
て
は
、
先
の
感
染
防
止

に
万
全
を
期
し
、
期
末
テ
ス
ト
や
部

活
に
元
気
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

様
お
願
い
を
致
し
ま
す
。

　

ご
案
内
の
通
り
２
０
２
１
年
は
先

進
各
国
の
脱
炭
素
に
向
け
て
の
ス
タ

ー
ト
の
年
で
あ
り
ま
す
。

　

我
が
国
に
於
い
て
も
２
０
５
０
年

に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
へ

の
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
社
会
を
支
え
て
き
た
化

石
燃
料
か
ら
CO2
を
出
さ
な
い
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
社
会
づ
く
り

　

一
昨
年
末
に
中
国
武
漢
で
始
ま
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

は
、
報
道
に
よ
れ
ば
現
地
の
初
期
防

疫
対
応
の
不
手
際
に
よ
っ
て
瞬
く
間

に
全
世
界
に
拡
大
し
、
今
日
世
界
の

感
染
者
数
は
延
１
億
人
以
上
、
死
者

数
は
240
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
、
欧
米
で
ワ
ク
チ
ン
が
開

発
さ
れ
、
わ
が
国
で
は
今
年
２
月
末

頃
か
ら
順
次
接
種
が
始
ま
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
国
内
の
感
染
拡
大
防
止

に
は
少
な
く
と
も
今
年
い
っ
ぱ
い
は

か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
、
心
配
な
毎

日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
消
毒
や

う
が
い
の
励
行
を
怠
ら
ず
、三
密（
密

閉
・
密
集
・
密
接
）
を
避
け
て
、
引

き
続
き
感
染
防
止
に
努
め
て
い
た
だ

き
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

一
方
、
学
業
に
つ
き
ま
し
て
は
大

学
受
験
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
お

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
に
翻
弄
さ
れ
る
一

年
で
あ
っ
た
。
昨
年

８
月
に
開
催
さ
れ
る

は
ず
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
一
年
延
期

さ
れ
、
果
た
し
て
今
年
開
催
で
き
る

の
か
が
世
間
の
耳
目
を
集
め
て
い

る
。▼
同
窓
会
と
て
例
外
で
は
な
い
。

４
月
の
常
任
理
事
会
は
書
面
表
決
の

形
で
実
施
し
た
も
の
の
、
理
事
会
と

総
会
は
、
国
が
発
出
し
た
緊
急
事
態

宣
言
を
受
け
て
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
第
２
波
の
収
束
を

待
っ
て
、
昨
年
10
月
に
理
事
会
を
、

11
月
に
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
し
か
し
、
総
会
は
講
演
や
パ

ー
テ
ィ
抜
き
で
実
施
せ
ざ
る
を
得

ず
、
参
加
者
も
少
な
く
、
寂
し
い
も

の
と
な
っ
た
。
▼
ま
さ
か
こ
の
よ
う

な
事
態
が
日
本
で
起
こ
ろ
う
と
は
、

予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
の

が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ
く
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
も
っ
と
毒
性
の
強

い
ウ
ィ
ル
ス
な
ら
ば
、
こ
れ
ほ
ど
感

染
が
拡
大
し
な
か
っ
た
に
違
い
な

い
。
感
染
者
が
重
篤
化
し
、
動
け
な

く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ

の
ウ
ィ
ル
ス
で
は
、
感
染
し
て
も
症

状
が
出
な
い
人
が
相
当
数
に
上
り
、

ウ
ィ
ル
ス
を
撒
き
散
ら
す
結
果
と
な

っ
て
い
る
。
何
と
も
し
た
た
か
な
ウ

ィ
ル
ス
と
い
う
ほ
か
な
い
。
▼
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
日
本
で
も
も
う
す
ぐ

始
ま
り
、
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
に
関
す
る

知
見
も
日
々
集
積
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
。
本
格
的
な
治
療
薬
が
開
発
さ
れ

る
の
も
そ
う
遠
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
を
克
服
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
ろ

う
と
確
信
し
て
い
る
。
▼
し
か
し
な

が
ら
で
あ
る
。
意
外
に
脆
弱
だ
っ
た

日
本
の
医
療
体
制
な
ど
、
見
え
た
課

題
は
計
り
知
れ
な
く
多
い
。
コ
ロ
ナ

を
単
な
る
禍
に
し
て
は
な
ら
な
い
と

思
う
。　

	

（
青
山
）

ご
挨
拶

学
校
長
　
松
岡
泰
之

新
型
コ
ロ
ナ
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

同
窓
会
第
五
代
会
長
　
伊
藤
勘
作

（
四
高
35
年
度
卒
）

　令和３年度総会を下記の通り開催
いたします。会員の皆様におかれま
しては、お誘い合わせの上、多数ご
参加くださいますようご案内申し上
げます。

終了後
◦抽選会のあと記念撮影

○付　記
◦会費期限切れの方には、振込用紙
を同封いたしました。会費納入に
ご協力下さい。
◦講演につきましては、一般に公開
しております。お知り合いで、ご
興味のあります方には、ご案内下
さい。

○問合せ
四日市高校同窓会館
TEL・FAX 059-365-3631
Eメール sikoukai@m2.cty-net.ne.jp
http://www.pcs.ne.jp/~shiko/

〈演題〉

「気候危機と感染症パンデ
ミックに見舞われる『人新
世』 －迫られる経済・都市・
交通のＱＯＬ転換－」

○記念講演（総会後）
〈講師〉

　 林 　 良 嗣 氏
（四高43年度卒）

中部大学持続発展・スマートシティ国際
研究センター長、ローマクラブ本部執行
役員・日本代表、前世界交通学会会長

○日　時

13時30分受付/14時00分開会
令和３年６月５日（土）

○場　所
四日市商工会議所
１階 ホール

令和３年度
総会のご案内

諺
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
、
次
代
を
担
う
青
年
た

ち
の
手
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
脱
炭

素
技
術
の
飛
躍
的
革
新
が
一
日
も
早

く
実
を
結
び
、
そ
れ
ら
の
技
術
を
通

し
て
、わ
が
国
の
発
展
は
も
と
よ
り
、

地
球
と
人
類
の
繁
栄
に
、
わ
が
国
が

一
層
貢
献
す
る
こ
と
を
切
望
し
て
止

み
ま
せ
ん
。
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令
和
２
年
度
総
会
は
、
本
来
な
ら

６
月
第
一
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
は

ず
で
し
た
が
延
期
さ
れ
、
11
月
21
日

（
土
）、
じ
ば
さ
ん
三
重
に
於
い
て
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
は
21
名
に

留
ま
り
ま
し
た
。
因
み
に
常
任
理
事

会
は
４
月
に
書
面
評
決
に
て
、
理
事

会
は
10
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
会
長
か
ら
は
日
ご
ろ
の
同
窓

会
活
動
協
力
へ
の
お
礼
と
今
後
の
お

願
い
、
松
岡
校
長
か
ら
は
母
校
の
現

状
や
コ
ロ
ナ
対
策
等
を
映
像
を
交
え

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い

て
田
中
常
任
理
事
を
議
長
に
議
事
審

議
が
行
わ
れ
、
つ
つ
が
な
く
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

　

尚
、
予
定
し
て
い
ま
し
た
林
良
嗣

先
生
の
講
演
は
来
年
度
総
会
で
行
い

ま
す
。
ま
た
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
は

中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
第
一
号
議
案

　

令
和
元
年
度
事
業
報
告

〇
第
二
号
議
案

　

令
和
元
年
度
収
支
決
算

〇
第
三
号
議
案

　

令
和
２
年
度
事
業
計
画

〇
第
四
号
議
案

　

令
和
２
年
度
予
算

〇
第
五
号
議
案

　

役
員
改
選

　

以
上
を
審
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度

四
日
市
高
校
同
窓
会

総
会
報
告
2020年11月21日
じばさん三重

議
　
　
事

会　

長　

伊
藤　

勘
作　

四
高
35

副
会
長　

西
脇　

壽
郎　

四
高
32

　
　
　
　

中
島　

泰
浩　

四
高
36

　
　
　
　

杉
本　

雅
俊　

四
高
42

　
　
　
　

種
橋　

潤
治　

四
高
43

　
　
　
　

青
山　
　

晶　

四
高
45

　
　
　
　

藤
原　

和
彦　

四
高
54

　
　
　
　

丹
羽　
　

徹　

教
頭　

顧　

問　

岡
田　

卓
也　

富
中
40

　
　
　
　

小
菅　

弘
正　

富
中
42

　
　
　
　

森
田
三
重
子　

四
女
42

　
　
　
　

鈴
木
田
俊
二　

四
高
28

　
　
　
　

熊
澤
誠
一
郎　

四
高
29

　
　
　
　

松
岡　

泰
之　

校
長　

書　

記　

富
田　

常
豊　

四
高
42

　
　
　
　

小
林　

典
子　

四
高
51

　
　
　
　

前
田　

憲
一　

教
諭　

会　

計　

佐
久
間　

基　

四
高
Ｈ
10

　
　
　
　

大
森　

智
之　

教
諭　

監　

査　

奈
須　

庄
平　

四
高
37

　
　
　
　

小
林　

春
美　

四
高
50

　
　
　
　

森　
　
　

智　

四
高
55

山
本　

将
子　

四
高
25　

　

服
部　

幸
男　

四
高
27　

　

服
部
八
州
宏　

四
高
30　

　

北
川　

利
美　

四
高
31　

　

小
津　

博
嗣　

四
高
33　

　

八
木　

統
治　

四
高
34　

　

上
野　

公
雄　

四
高
35　

　

水
谷　

益
彦　

四
高
36　

　

金
子　

和
生　

四
高
37　

　

長
谷
川
正
統　

四
高
38　

　

山
下
久
三
造　

四
高
39　

　

伊
藤　

利
造　

四
高
45　

　

田
中　

真
司　

四
高
47　

　

井
村　

正
史　

四
高
48　

　

伊
藤　

重
和　

四
高
50　

　

森　
　

公
平　

四
高
51　

　

黒
木　
　

誠　

四
高
55　

　

名
越　

一
大　

通
信
63　

常 
任 
理 

事

役
　
　
員

科　　　目 摘　　　要 決算額 予算額
Ⅰ．収入の部
① 事業収入 会館使用料 58,500 50,000
② 受取寄付金収入 同窓会より 2,300,000 2,300,000
③ 雑収入 施設利用料、利息等 32,559 16,266

合　　計 2,391,059 2,366,266
Ⅱ．支出の部
① 事業費・管理費支出 1,196,984 1,679,000
　 会議費支出 会議等 19,330 80,000
　 講演開催費支出 講演会 121,496 120,000
　 地元協力費支出 十四川の桜管理 50,000 50,000
　 消耗品費支出 コピー機、事務諸経費 50,758 200,000
　 光熱水料費支出 電気、水道、ガス 400,511 420,000
　 保険料支出 火災保険料 23,510 25,000
　 租税公課支出 固定資産税、県・市税等 425,600 500,000
　 清掃費支出 環境整備等 90,359 120,000
　 支払負担金支出 商工会議所会費 14,000 14,000
　 雑費支出 証明書発行等 1,420 150,000
② 投資活動支出 1,000,000 1,000,000
　 修繕引当資産取得支出 会館修繕目的 1,000,000 1,000,000
③ 予備費支出 0 100,000

合　　計 2,196,984 2,779,000
Ⅲ．当年度収支差額 194,075 △ 412,734
Ⅳ．前年度繰越収支差額 693,734 693,734
Ⅴ．次年度繰越収支差額 887,809 281,000

四日市高校同窓会　令和元年度 収支決算書
（平成31年４月１日　～　令和２年３月31日）

一般財団法人四高会　令和元年度 収支決算書
（平成31年４月１日　～　令和２年３月31日）

項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額
① 同 窓 会 収 入 8,049,400 8,222,000

入 会 金 全日制　1,800円×1,018人 1,832,400 1,872,000
同 窓 会 費 終身（20000） 306 6,120,000

10年（10000） 0
５年（5000） 0
３年（3000） 1 2,000
１年（1000） 95 95,000 6,217,000 6,350,000

② 雑 収 益 寄附金、利子 78,117 3,327
③ 前 期 繰 越 金 1,424,673 1,424,673

合　　　　計 9,552,190 9,650,000

項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額
① 運 営 費 1,468,272 1,600,000

給 与 給料、手当、慰労金 1,178,000 1,200,000
事 務 印刷、事務用品等、諸経費 132,735 200,000
通 信 電話、郵便、インターネット関連費等 157,537 200,000

② 会 議 費 126,124 250,000
総 会 会場費、懇親会費、案内状 70,794 180,000
理 事 会 会場費、会議費、案内状 49,930 60,000
常 任 理 事 会 会議費 5,400 10,000

③ 事 業 費 2,806,836 3,300,000
会 報 会報印刷及び発送費 1,051,661 1,100,000
学校活動助成金 激励金・語学研修補助等 950,864 1,200,000
120周年記念事業費 記念パーティー、ホームページ改修 804,311 1,000,000

④ 四高会拠出金 （一財）四高会への寄付金 2,300,000 2,300,000
⑤ 積 立 金 1,600,000 1,600,000
⑥ 予 備 費 0 250,000
⑦ 次 期 繰 越 金 1,250,958 350,000

合　　　　計 9,552,190 9,650,000次年度繰越収支差額 887,809

前年度末 3,700,375
今年度積立金 1,000,000
利子 315
今年度末 4,700,690

百五銀行富田駅前支店普通預金 単位：　円

修繕引当資産（百五銀行富田駅前支店定期預金） 単位：　円 百五銀行富田駅前支店普通預金 単位：円
次年度繰越金 1,250,958
令和元年度卒業生 同窓会費 預り金 6,001,000
今年度末 7,251,958

特別会計積立金（百五銀行富田駅前支店定期預金） 単位：円
前　年　度　末 56,212,971
今年度積立金 1,600,000
利　　　　　子 4,496
今　年　度　末 57,817,467

単位：円 単位：円〔収入の部〕

単位：円〔支出の部〕
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卒
業
生
に
と
っ
て
心
の
故
郷
で
あ
る
母
校
へ
の
愛
着
心
を

何
ら
か
の
形
で
残
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
建
て
ら
れ
ま
し

た
の
が
四
高
の
南
に
位
置
す
る
同
窓
会
館
で
す
。
当
初
、
建

設
地
の
選
定
、
建
設
費
等
問
題
は
山
積
で
し
た
が
、
同
窓
生

の
ご
援
助
・
地
元
企
業
の
ご
協
力
等
を
い
た
だ
き
、
創
立
70

周
年
（
昭
和
44
年
）
に
間
に
合
う
よ
う
完
成
し
ま
し
た
。
続

い
て
創
立
100
周
年
時
に
同
窓
生
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
多
大
の
記

念
の
品
々
を
展
示
で
き
な
い
か
と
検
討
し
た
結
果
、
2
階
会

議
室
を
大
改
修
し
、	

現
在
の
メ
モ
リ
ア
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
例
年
母
校
入
学
生
に
は
見
学
し
て
も

ら
い
母
校
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

後	

外
壁
周
り
の
傷
み
も
進
み
、
一
般
会
計
か
ら
数
年
か
け

て
の
修
理
を
計
画
し
ま
し
た
が
、「
一
気
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
」
と
の
会
長
の
意
見
で
、
調
べ
た
と
こ
ろ
修
繕

引
当
資
金
と
し
て
の
処
理
が
可
能
で
、
今
年
度
（
令
和
2
年

度
）
の
予
算
を
執
行
し
、
当
初
の
予
定
か
ら
６
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
8
月
に
着
工
、
10
月
に
は
立
派
に
外
装
修
繕
が

完
了
し
ま
し
た
。
付
け
加
え
ま
す
れ
ば
当
初
予
算
の
見
積
も

り
後
、
2
階
バ
ル
コ
ニ
ー
の
防
水
に
劣
化
が
見
ら
れ
、
予
算
範
囲
に
収
ま
る
こ

と
が
分
か
り
同
時
に
防
水
工
事
も
着
工
し
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
も
会
館
の
維

持
に
は
そ
れ
な
り
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
維
持
管
理
を
務
め
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。	

西
脇

　

創
立
110
周
年
記
念
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
た
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
し
た

が
、
こ
の
度
創
立
120
周
年
を
記
念
し
、
デ
ザ
イ
ン
等
を
一
新
し
ま
し
た
。
お
知

ら
せ
や
報
告
事
項
の
み
に
な
ら
ず
、
各
学
年
・
各
地
四
高
会
の
掲
示
板
と
し
て

も
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
住
所
の
変

更
や
お
問
い
合
わ
せ
等
も
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
上
か
ら
簡
単
に
ご
連
絡
い
た
だ
け

る
よ
う
構
成
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
懐
か
し
い

高
校
時
代
と
現
母
校
同
窓
会
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

	

小
林
の

〇
同
窓
会
館
の
外
壁
塗
装

　

創
立
100
周
年
記
念
で
発
行
し
た
名
簿
以
来
20
年
を
経
て
、
今
回
新
し
く
同
窓

会
員
名
簿
を
令
和
2
年
6
月
20
日
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
発
行
部

数
は
３
０
０
０
冊
、
頒
布
価
格
が
４
７
０
０
円
で
し
た
。
個
人
情
報
の
保
護
の

観
点
か
ら
名
簿
の
販
売
は
同
窓
生
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
予
約
の
み
の

販
売
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
残
部
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。	

青
山

〇
同
窓
会
員
名
簿
の
発
行

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ら
、
髙
野
莉
子
、
仲
代
吏
玖
、
西
川

遼
、
西
尾
隆
希
、

羽
友
宏
、
萩
原

颯
人
、
林
智
也
、
日
野
修
斗
、
平
野

古
奈
、
別
所
輝
、
柵
木
仁
美
、
松
岡

佑
典
、
水
谷
日
南
、
水
野
早
稀
、
三

村
友
里
菜
、三
輪
皓
大
、村
山
心
毬
、

森
遼
汰
郎
、森
下
あ
ゆ
、矢
田
大
地
、

山
﨑
優
奈
、
山
本
陽
翔
、
ラ
レ
ス
江

莉
奈
、
和
田
志
穂
、
黄
前
芽
依
、
梶

原
知
茂
、
狩
野
陽
、
小
島
千
聖
乃
、

小
瀬
古
周
哉
、
後
藤
歩
実
、
小
林
幹

英
、
坂
田
大
輔
、
田
口
桜
子
、
多
湖

友
香
、
田
中
理
藍
、
出
口
花
、
豊
田

勝
智
、
中
﨑
航
太
、
野
呂
亮
太
、
林

凜
華
、
林
瑠
那
、
藤
田
玲
那
、
宮
本

幸
太
朗
、石
澤
遼
太
郎
、大
島
一
途
、

倉
田
知
輝
、
黒
栁
春
気
、
館
洸
麦
、

土
洞
匠
太
、
中
尾
日
向
子
、
中
嶋
一

貴
、
西
村
香
穂
、
丹
羽
渉
太
、
伴
明

香
里
、
堀
内
貴
矢
、
前
田
貴
光
、
松

岡
昇
、
松
岡
央
悦
、
森
智
哉
、

川
北
高
実
、
川
口
翔

中
嶋
さ
つ
き
、服
部
舞
子
、福
田
暖
、

古
市
勝
寛
、
増
井
日
南
莉
、
松
岡
舞

奈
、
松
本
健
汰
、
森
口
晴
翔
、
山
岡

清
蓮
、
𠮷
田
優
作
、
石
川
弥
幸
、
伊

藤
白
貴
、
伊
藤
史
弥
、
伊
藤
未
夢
、

井
上
雄
斗
、
入
山
大
雅
、
上
村
恵
里

奈
、
岡
部
和
真
、
葛
山
智
也
、
加
藤

慎
一
朗
、
木
下
希
美
、
齋
藤
流
馨
、

笹
田
幸
太
郎
、
佐
藤
杏
香
、
鈴
木
優

真
、
須
原
剛
、
千
葉
み
よ
、
中
村
武

稜
、
野
呂
美
空
、
橋
爪
遼
、
服
部
圭

汰
、
羽
場
祐
斗
、
樋
尾
南
美
、
平
田

凌
雅
、
保
坂
佳
吾
、
前
川
朝
陽
、
前

川
孔
志
、
前
田
百
花
、
水
谷
由
悟
、

毛
利
好
太
朗
、
大
和
祐
輝
、
山
本
愛

子
、
吉
澤
諄
、
若
林
和
樹
、
渡
辺
大

翔
、
池
田
香
野
、
石
田
敬
洋
、
上
村

彩
依
、
臼
田
慶
太
、
岡
田
萌
々
花
、

小
野
菜
摘
、
片
岡
ほ
の
花
、
河
西
美

優
、
小
久
保
海
飛
、
後
藤
幸
作
、
嶋

田
彰
穂
、
杉
浦
雅
崇
、
砂
田
直
輝
、

土
屋
翔
大
、野
嵜
陽
斗
、濵
野
喜
史
、

林
奈
奈
美
、番
場
詩
月
、尾
藤
弓
子
、

平
林
佑
基
、古
市
椋
亮
、前
川
太
志
、

松
岡
由
起
、
南
川
拓
巳
、
森
亮
太
、

森
岡
大
登
、
山
川
凜
太
郎
、
山
本
航

平
、
若
林
直
人
、
和
氣
吾
朗
、
鷲
田

皓
太
郎
、
市
川
忠
樹
、
伊
藤
光
介
、

伊
藤
龍
要
、
伊
藤
陽
祐
、
江
上
蓮
、

大
島
希
海
、
大
橋
未
菜
実
、
岡
田
梨

里
亜
、
岡
村
明
知
、
小
川
億
、
折
戸

花
帆
、
春
日
浩
輝
、
加
藤
麻
佑
子
、

河
野
綾
太
、久
保
之
慧
、栗
山
充
樹
、

小
林
伊
織
、島
田
尚
輝
、城
田
貞
良
、

竹
中
悠
一
郎
、
田
邉
小
春
、
椿
田
佳

里
奈
、
寺
本
裕
紀
、
德
本
拓
也
、
中

西
一
貴
、長
谷
明
音
衣
、藤
垣
優
花
、

藤
田
莉
華
、松
田
竜
弥
、丸
本
紗
羽
、

水
谷
耕
大
、水
谷
泰
斗
、森
岡
柚
衣
、

山
口
瀬
奈
、山
本
光
騎
、山
本
崇
人
、

吉
持
幸
毅
、石
山
宙
河
、市
川
穂
純
、

伊
東
遼
馬
、
大

花
、
大
矢
健
世
、

小
川
和
真
、奥
野
早
代
、加
藤
大
貴
、

川
口
瑛
大
、
工
藤
優
花
、
坂
倉
耀
、

佐
藤
颯
基
、
島
田
将
成
、
杉
浦
さ
く

相
松
佑
奈
、
安
達
麻
稀
、
石
ヶ
森
祐

輝
、
伊
藤
薫
、
内
山
桜
花
、
内
山
直

紀
、
大
川
航
平
、
大
西
美
怜
、
大
橋

可
鈴
、
岡
優
仁
、
岡
本
真
治
、
小
口

真
央
、
尾
崎
由
依
、
加
藤
さ
よ
、
加

藤
未
桜
、
酒
井
智
咲
、
清
水
美
伶
、

清
水
優
輝
、杉
浦
太
彦
、仙
石
雄
大
、

髙
士
紗
希
、
田
口
楓
、
竹
下
藍
、
田

中
孝
太
朗
、
都
築
佑
里
菜
、
ド
ミ
ン

ゲ
ス 

フ
ラ
ン
コ
、
野
口
莉
沙
、
松

本
和
真
、
水
谷
夏
乃
、
三
輪
岳
澄
、

山
本
莉
子
、
吉
田
彩
乃
、
伊
左
治
史

佳
、
市
川
ち
ひ
ろ
、
伊
藤
海
、
伊
藤

晴
花
、
宇
佐
見
祥
尚
、
内
田
拓
斗
、

小
川
み
ゆ
き
、
川
村
優
知
、
川
森
陽

菜
、
北
川
智
紀
、
黒
田
萌
絵
、
阪
上

晴
菜
、
真
田
優
華
、
塩
谷
慎
太
郎
、

白
石
成
哉
、高
橋
慶
太
、津
坂
萌
華
、

中
瀬
陽
介
、
南
部
巨
、
林
﨑
初
音
、

半
崎
彩
希
、樋
口
遥
陽
、藤
田
惟
栞
、

水
野
あ
か
ね
、
三
林
新
、
宮
田
日
夏

理
、
森
美
沙
紀
、
森
瑞
稀
、
森
優
子
、

山
尾
浩
平
、山
下
大
和
、吉
尾
剛
大
、

𠮷
川
麗
理
、米
村
真
央
、若
林
大
河
、

和
田
広
大
、
石
川
怜
央
、
伊
藤
凜
、

位
田
健
一
郎
、
永
藤
彩
花
、
尾
池
彩

華
、
大
森
陽
菜
香
、
佐
藤
伊
吹
、
田

中
愛
乃
、
田
中
凜
子
、
田
中
凜
、
中

彩
名
、
馬
場
ほ
の
か
、
早
川
亜
希
、

前
田
智
咲
、村
田
さ
く
ら
、茂
木
奈
々

花
、
矢
澤
京
子
、
八
谷
怜
香
、
井
上

涼
菜
、
大
森
康
平
、
加
藤
結
菜
、
小

林
寛
菜
、
島
村
美
羽
、
鈴
木
裕
大
、

泰
道
祐
汰
、
中
濵
紗
也
菜
、
蜂
須
賀

大
貴
、
安
田
亘
輝
、
山
下
雄
太
郎
、

山
本
航
平
、飯
柴
彩
佳
、石
垣
陽
菜
、

石
田
健
心
、
市
川
莉
菜
、
伊
藤
あ
り

さ
、
伊
藤
穂
香
、
伊
藤
実
彩
、
稲
垣

大
洋
、
大
井
瀬
名
、
太
田
裕
斗
、

合
寧
々
、
香
月
萌
那
、
北
谷
匠
史
、

久
米
南
碧
、
近
藤
早
莉
、
堤
友
香
、

創
立
120
周
年
記
念
事
業
報
告

令
和
２
年
度
会
費
納
入
者

（
敬
称
略
）

　

同
窓
会
の
事
業
は
す
べ
て
会
費
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
報
の
送
付

な
ど
も
、
財
政
上
の
理
由
か
ら
会
費
を

納
め
た
方
だ
け
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
納
入
が
ま
だ
お
済
み
で

な
い
場
合
に
は
、
是
非
お
早
め
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
納
入
金
額

　

終
身
会
費　
　
　
　
　
　
　

２
万
円

　

毎
年
納
入
の
場
合 

年
会
費 

１
千
円

◆
納
入
方
法

①
郵
便
振
替

　

口
座
番
号 

０
０
８
２
０

−

8

−

６
３
６
７

　

三
重
県
立
四
日
市
高
校
同
窓
会

※
専
用
の
振
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
連
絡
下
さ
れ
ば
送
付
い
た
し
ま
す
。

②
現
金
書
留

　

会
館
迄
ご
送
金
下
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
は
同
窓
会
館
ま
で
》

　

０
５
９

−

３
６
５

−

３
６
３
１

　

sikoukai@
m
2.cty-net.ne.jp

会
費
納
入
の
お
願
い

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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火
到
着
式
の
記
念
飛
行
に
携
わ
り
、

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
パ
イ
ロ
ッ
ト
と

し
て
の
任
務
を
全
う
し
た
。
そ
し
て

今
、
石
川
県
の
航
空
自
衛
隊
小
松
基

地
に
て
、Ｆ

−

15
戦
闘
機
に
搭
乗
し
、

再
び
国
防
の
任
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
道
の
り
を
思
い
返
す

と
、
四
高
で
初
め
て
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー

ル
に
触
れ
た
私
が
、
当
時
の
顧
問
で

あ
る
、
恩
師
の
諸
岡
先
生
に
導
か
れ

て
得
た
【IN

T
E
G
R
IT
Y

】

【PASSION

】【SOLIDARITY

】

【DISCIPLIN
E

】【RESPECT

】

の
５
つ
の
ラ
グ
ビ
ー
精
神
は
、
自
分

の
生
涯
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と

強
く
思
え
て
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら

の
人
生
に
お
い
て
も
そ
の
精
神
は
揺

る
が
な
い
だ
ろ
う
。
勉
学
、
部
活
動

に
お
い
て
素
晴
ら
し
い
先
生
や
友
と

の
出
会
い
は
人
生
を
変
え
る
。
そ
れ

が
四
高
に
は
あ
る
と
胸
を
張
っ
て
言

い
た
い
。

食
事
を
し
た
り
、
ジ
ム
で
汗
を
流
し

た
り
と
、
在
学
中
を
上
回
る
時
間
を

共
に
し
、
懇
意
に
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ち
な
み
に
上
海
に
は
、
約
４
万
人

の
在
留
日
本
人
、
約
１
万
の
日
系
企

業
拠
点
、
約
30
の
自
治
体
拠
点
、
高

等
部
を
含
む
２
校
の
日
本
人
学
校
、

世
界
最
大
の
日
本
総
領
事
館
な
ど
世

界
有
数
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

あ
り
、
都
道
府
県
人
会
や
大
学
・
高

校
単
位
の
同
窓
会
も
活
発
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
同
郷
・
同
窓
と
い
う
共

通
点
さ
え
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
親
し
く

な
れ
る
の
は
海
外
な
ら
で
は
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
上
海
で
過

ご
し
た
３
年
間
は
、
私
に
と
っ
て
、

改
め
て
地
元
や
母
校
を
思
い
起
こ
し
、

そ
し
て
幸
運
に
も
再
会
し
た
恩
師
と

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

宇
野
先
生
、
今
度
は
日
本
で
お
目

に
か
か
れ
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い

ま
す
ね
！

数
年
が
経
ち
、
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
着
任
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
夢
の
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
２
番
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て

任
務
に
あ
た
る
中
、
更
に
大
き
な
夢

が
叶
っ
た
。
２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
会
式
で
記
念
飛

行
に
参
加
し
、
大
空
に
不
撓
不
屈
の

想
い
を
込
め
た
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」

と
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
象
徴
で

あ
る
大
き
な
「
桜
」
を
描
い
た
。
高

校
入
学
時
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
に
邁
進
し

て
い
た
私
に
と
っ
て
は
、
目
頭
の
熱

く
な
る
感
動
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
２

０
２
０
年
３
月
に
行
わ
れ
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

せ
ん
で
し
た
し
、
宇
野
先
生
の
受
持

ち
の
学
年
に
は
属
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
四
日
市
か

ら
遠
く
離
れ
た
上
海
に
い
る
の
で

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
10
年
以
上
前

の
一
生
徒
に
過
ぎ
な
い
私
を
瞬
時
に

見
抜
い
て
し
ま
う
と
は
！
私
は
自
分

自
身
を
恥
ず
か
し
く
思
う
と
と
も

に
、
教
師
の
目
と
耳
と
い
う
も
の
に

す
っ
か
り
感
服
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

退
職
後
に
上
海
で
日
本
語
教
師
を

さ
れ
て
い
る
と
い
う
宇
野
先
生
に

は
、
そ
の
後
、
私
が
２
０
２
０
年
７

月
に
帰
国
す
る
ま
で
の
間
、
上
海
四

高
Ｏ
Ｂ
会
（
同
窓
会
報
第
77
号
の
宇

野
先
生
の
寄
稿
参
照
）
や
上
海
三
重

県
人
会
（
百
五
銀
行
上
海
駐
在
員
事

務
所
主
催
）
で
集
う
ほ
か
、
一
緒
に

　

平
成
17
年
３
月
、
卒
業
生
全
員
が

涙
し
た
と
噂
さ
れ
る
答
辞
を
読
ん
だ

あ
の
日
か
ら
16
年
が
経
過
し
た
。
四

高
で
の
思
い
出
は
多
々
あ
る
が
、
１

番
は
ラ
グ
ビ
ー
と
の
出
会
い
だ
ろ

う
。
在
校
中
ラ
グ
ビ
ー
に
熱
中
し
、

大
学
進
学
後
も
ラ
グ
ビ
ー
部
へ
入

部
。素
晴
ら
し
い
仲
間
に
出
会
っ
た
。

ラ
グ
ビ
ー
を
通
し
出
会
い
、
共
に
戦

っ
た
仲
間
達
は
社
会
人
に
な
っ
た
今

も
刺
激
と
な
り
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

　

四
高
を
卒
業
後
は
防
衛
大
学
校
へ

進
学
し
、
航
空
自
衛
隊
へ
入
隊
。
入

隊
後
は
、
戦
闘
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し

て
日
々
国
防
を
担
う
任
務
に
励
ん

だ
。
Ｆ

−

15
戦
闘
機
に
乗
り
始
め
て

　

「
君
は
、
も
し
か
す
る
と
四
日
市

高
校
の
卒
業
生
で
は
な
い
の
か
な
？
」

　

私
が
中
国
・
上
海
に
駐
在
員
と
し

て
赴
任
し
て
か
ら
半
年
が
過
ぎ
た
２

０
１
８
年
１
月
、
上
海
の
中
心
街
に

あ
る
揚
州
料
理
店
で
の
出
来
事
で

す
。
卒
業
と
同
時
に
地
元
を
離
れ
て

13
年
間
、
四
高
と
の
接
点
が
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
私
が
キ
ョ
ト
ン
と
し
て

い
る
と
、

　

「
や
っ
ぱ
り
そ
う
だ
。
君
の
話
し

ぶ
り
で
わ
か
る
よ
。
部
活
の
顧
問
を

覚
え
て
い
る
か
い
？
」

　

声
の
主
は
四
高
の
国
語
科
教
員
を

さ
れ
て
い
た
宇
野
先
生（
47
年
度
卒
）。

確
か
に
宇
野
先
生
は
部
活
の
顧
問
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
当
時
、

数
え
る
ほ
ど
し
か
顔
を
出
し
て
い
ま

崎
山
の
お
猿
さ
ん
と
も
遊
ん
だ
し
、

別
府
名
物
・
地
獄
め
ぐ
り
は
驚
き
の

歓
声
を
あ
げ
ど
お
し
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
旅
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な

る
瀬
戸
内
海
の
船
旅
が
始
ま
っ
た
。

２
千
ト
ン
ほ
ど
の
小
さ
な
客
船
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
生
ま
れ
て

初
め
て
の
船
旅
は
、
夜
の
瀬
戸
内
海

の
風
景
と
あ
わ
せ
て
感
動
的
な
時
間

で
あ
っ
た
。
10
数
時
間
の
船
旅
の
終

点
は
、
大
阪
の
天
保
山
の
港
。

　

旅
の
プ
ロ
の
警
告
ど
お
り
の
旅
で

あ
っ
た
が
、
私
（「
私
た
ち
」
と
は

言
う
ま
い
）
に
と
っ
て
は
、
大
大
満

足
の
５
日
間
の
旅
で
あ
っ
た
。

　

余
談
を
ち
ょ
っ
と
。
翌
年
３
月
、

四
高
を
卒
業
し
た
私
は
、
旅
行
社
に

就
職
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
毎
年
、

九
州
を
訪
れ
る
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た
。
高
校
生
の
こ
ろ
の
九
州
と
の
距

離
感
は
ど
こ
か
へ
飛
ん
で
い
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
人
生
の
機
微

の
ひ
と
つ
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で

す
。

陽
本
線
を
直
走
り
、
関
門
ト
ン
ネ
ル

を
潜
り
、
翌
朝
、
博
多
駅
に
滑
り
込

ん
だ
。
福
岡
で
は
市
内
見
物
を
し
、

西
鉄
電
車
で
大
牟
田
へ
。
大
牟
田
港

か
ら
島
原
港
へ
は
有
明
海
を
横
切
る

船
の
旅
。
そ
し
て
貸
切
バ
ス
で
雲
仙

温
泉
へ
。気
持
ち
の
高
ぶ
る
旅
の
夜
。

ど
う
過
ご
し
た
の
か
、
定
か
な
記
憶

は
も
う
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

翌
朝
、
仁
田
峠
の
す
ば
ら
し
い
展

望
を
堪
能
し
た
あ
と
島
原
港
か
ら
三

角
港
へ
。
熊
本
ま
で
は
汽
車
の
旅
。

熊
本
で
は
西
郷
軍
が
攻
め
に
攻
め
て

も
落
と
せ
な
か
っ
た
、
あ
の
熊
本
城

で
歴
史
に
想
い
を
寄
せ
た
あ
と
、
阿

蘇
の
大
カ
ル
デ
ラ
を
横
切
る
国
鉄
豊

肥
線
の
普
通
列
車
で
別
府
に
伺
っ

た
。
阿
蘇
山
は
車
窓
か
ら
噴
煙
を
眺

め
る
だ
け
だ
っ
た
。
別
府
で
は
、
高

　

私
た
ち
の
修
学
旅
行
は
、
京
都
発

鳥
栖
行
の
夜
汽
車
の
旅
か
ら
始
ま
っ

た
。
電
燈
に
浮
か
ぶ
「
き
ょ
う
と
」

の
駅
名
標
識
が
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
残

っ
て
い
る
。
あ
れ
か
ら
も
う
66
年
。

　

な
ん
と
し
て
も
九
州
へ
行
き
た
い

と
、
自
ら
修
学
旅
行
委
員
に
手
を
挙

げ
て
が
ん
ば
っ
た
結
果
だ
っ
た
。
当

時
、
県
が
認
め
て
い
た
旅
行
日
程
は

４
泊
５
日
だ
っ
た
。
だ
か
ら
旅
の
プ

ロ
（
旅
行
社
の
人
）
は
、「
汽
車
や

船
に
乗
り
に
い
く
だ
け

4

4

4

4

4

4

4

の
旅
に
な

る
」
と
、
半
ば
反
対
の
意
を
込
め
て

警
告
し
て
く
れ
て
い
た
。
否
、
そ
れ

で
も
行
く
ん
だ
と
私
は
言
い
張
っ

た
。
な
ぜ
？
と
問
わ
れ
れ
ば
、
遠
い

九
州
に
は
一
生
行
け
な
い
だ
ろ
う
と

思
い
込
ん
で
い
た
か
ら
だ
。

　

私
た
ち
を
乗
せ
た
夜
汽
車
は
、
山

出
会
い
に
感
謝

海
外
で
の
再
会
の
喜
び

な
ん
と
し
て
も
九
州
へ
行
き
た
い

オ
ー
ル
四
日
市
飲
食
店
応
援

「
さ
き
め
し
券
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

森
　
　
　
修
　
平

（
四
高
48
年
度
卒
）

中
　
條
　
智
　
仁

（
四
高
Ｈ
16
年
度
卒
）

田
　
中
　
昭
　
男

（
四
高
Ｈ
16
年
度
卒
）

北
　
岡
　
孝
　
義

（
四
高
30
年
度
卒
）

　

昨
年
４
月
、
コ
ロ
ナ
禍
が
急
速
に

拡
大
す
る
中
、
私
が
会
長
を
務
め
る

四
日
市
商
店
連
合
会
は
、
四
日
市
の

飲
食
店
を
支
援
す
る
目
的
で
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た

「
さ
き
め
し
券
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
応
援
し
た
い
店
舗

の
食
事
券
を
先
に
購
入
し
て
頂
く
事

で
、
支
援
し
て
頂
く
方
に
、
食
券
の

40
％
分
を
上
乗
せ
し
て
ご
利
用
頂
け

る
チ
ケ
ッ
ト
の
事
で
す
。

　

こ
の
「
さ
き
め
し
券
」
は
四
日
市

市
が
40
％
分
を
負
担
し
て
く
れ
て
い

る
た
め
、
飲
食
店
側
に
も
、
ご
支
援

頂
い
た
方
々
に
も
利
点
が
有
る
の
が

一
番
の
売
り
で
し
た
。

　

元
々
は
、実
際
に
あ
る
お
店
が「
先

払
い
券
」
を
発
行
し
た
処
、
上
手
く

機
能
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
単
独
店

で
は
な
く
、
商
店
連
合
会
と
し
て
、

飲
食
店
を
ま
と
め
上
げ
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
募
れ
ば
上
手
く

回
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
、
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く
だ
さ
っ
た
学
校
関
係
者
の
お
か
げ

で
、
私
と
し
て
は
当
時
の
最
短
履
修

年
数
で
卒
業
が
で
き
た
こ
と
は
幸
い

だ
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
働
き
な
が
ら
大
学
通

信
教
育
を
履
修
し
た
が
、
東
京
で
の

ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
40
日
）
の
壁
に
阻

ま
れ
、
卒
業
に
７
年
間
が
必
要
で
あ

っ
た
。

　

26
歳
で
国
家
公
務
員
中
級
試
験

（
大
学
卒
業
程
度
）
に
合
格
し
、
左

官
職
人
か
ら
転
身
し
て
国
家
公
務
員

と
し
て
、
名
古
屋
市
、
福
井
市
、
浜

松
市
、
津
市
で
勤
務
し
た
。
定
年
後

は
名
古
屋
市
に
住
み
、
職
務
経
験
を

生
か
し
た
形
で
75
歳
ま
で
民
間
会
社

で
働
い
た
。

　

昭
和
初
期
生
ま
れ
の
人
生
は
、
多

く
が
多
彩
で
あ
る
が
、
私
の
人
生
の

転
換
点
は
、
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を

体
感
し
、
強
く
後
押
し
し
て
も
ら
っ

た
四
日
市
高
校
通
信
制
で
あ
っ
た
と

感
謝
し
て
い
る
。

少
し
心
に
刺
さ
り
ま
し
た
。
大
学
で

は
、
自
身
よ
り
も
他
者
の
こ
と
を
助

け
よ
う
と
行
動
し
、時
に
は
成
功
し
、

時
に
は
疲
れ
て
い
く
部
活
の
同
期
を

見
、
私
も
そ
う
い
う
経
験
を
し
て
、

人
と
の
折
り
合
い
っ
て
何
だ
ろ
う
か

と
悩
み
続
け
て
い
ま
す
。
振
り
返
れ

ば
、
考
え
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
感

情
や
行
動
も
思
い
出
に
直
結
し
て
い

ま
し
た
。
頭
や
心
、
も
し
く
は
体
を

動
か
し
、
程
よ
く
休
ま
せ
る
こ
と
が

『
生
き
る
』
こ
と
の
一
面
か
、
と
今

で
も
結
論
は
保
留
し
て
い
ま
す
。

　

「
数
学
に
、
少
し
で
い
い
か
ら
前

向
き
に
生
き
て
ほ
し
い
」
と
い
う
の

が
、
数
学
を
教
え
る
立
場
に
な
っ
た

と
き
の
私
の
願
い
で
す
。
四
高
の
授

業
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
な
ど
で
大
き
く

様
変
わ
り
し
続
け
て
い
ま
し
た
。
厳

し
い
時
世
の
中
で
、
生
徒
も
先
生
方

も
挑
戦
し
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ

ま
し
た
。
願
い
の
実
現
の
た
め
に
挑

み
続
け
、
生
徒
が
挑
戦
で
き
る
場
を

整
え
ら
れ
る
教
員
が
私
の
目
標
で
す
。

が
励
ま
し
あ
え
る
友
達
に
会
え
る
機

会
も
増
え
た
。
文
芸
部
も
で
き
て
、

ガ
リ
版
刷
り
文
集
が
届
い
た
。

　

修
学
旅
行
と
し
て
、
京
都
奈
良
方

面
へ
先
生
方
と
ご
一
緒
し
た
こ
と

も
、
嬉
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

　

昭
和
33
年
２
月
の
第
８
回
卒
業
式

に
は
、東
洋
紡
勤
務
の
川
口
さ
ん（
５

年
間
履
修
）、
阿
山
村
役
場
勤
務
の

橋
本
さ
ん
（
７
年
間
履
修
）、
左
官

職
人
の
私
（
４
年
間
履
修
）
が
出
席

で
き
る
こ
と
と
な
り
、新
聞
で
も「
東

海
北
陸
地
方
で
初
め
て
、
通
信
教
育

の
み
の
三
人
に
卒
業
の
春
、
そ
ろ
っ

て
一
六
科
目
に
優
」
と
の
報
道
が
な

さ
れ
た
。

　

早
期
に
文
部
省
指
導
に
対
応
し
て

か
な
朝
な
ん
だ
と
感
激
し
ま
し
た
。

授
業
後
に
他
の
実
習
生
か
ら
、
チ
ョ

ー
ク
の
粉
で
マ
ス
ク
が
汚
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
と
き
は
、
授
業

に
熱
中
で
き
た
こ
と
の
勲
章
だ
と
思

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

実
習
中
、
あ
る
生
徒
か
ら
「『
生

き
る
』
と
は
」
と
問
わ
れ
ま
し
た
。

咄
嗟
に
「
考
え
る
こ
と
で
す
か
ね
」

と
応
え
ま
し
た
が
、
も
っ
と
言
葉
を

尽
く
し
て
議
論
し
た
か
っ
た
と
少
し

後
悔
し
た
り
し
ま
す
。高
校
時
代
は
、

人
の
予
想
を
少
し
だ
け
裏
切
っ
て
驚

か
せ
た
い
な
ど
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
に

貰
っ
た
「the

四
高
生
っ
て
感
じ
！
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
は
、
嬉
し
い
反
面

　

通
信
教
育
部
（
旧
制
度
）
に
私
が

入
学
し
た
昭
和
29
年
当
時
は
入
学
式

も
な
く
、
事
務
室
に
お
ら
れ
た
主
事

の
片
岡
卯
三
郎
先
生
に
一
人
で
お
会

い
し
て
入
学
テ
ス
ト
と
学
習
方
法
の

説
明
を
受
け
た
。

　

家
業
の
左
官
職
人
を
し
て
い
た
私

は
、
教
科
の
単
位
習
得
認
定
試
験
も

仕
事
の
で
き
な
い
雨
の
日
が
多
か
っ

た
が
、
片
岡
先
生
が
「
今
日
は
朝
か

ら
雨
な
の
で
君
が
学
校
に
来
る
と
思

っ
て
い
た
よ
。」
と
笑
顔
で
一
人
だ

け
の
場
所
を
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

労
働
後
の
学
習
は
苦
労
で
あ
っ
た

が
、
入
学
１
年
後
か
ら
は
通
信
制
課

程
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
体
育
の

授
業
も
始
ま
り
、
月
に
１
回
で
あ
る

　

私
は
９
月
か
ら
10
月
の
２
週
間
、

四
高
で
教
育
実
習
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
感
染
症
の
影
響
で
、
全
て
の

学
校
行
事
に
影
響
が
出
る
中
、
受
け

入
れ
て
下
さ
っ
た
先
生
方
と
四
高
生

の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
実
習
中
、
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
想
定
し

て
い
た
流
れ
か
ら
外
れ
、
焦
っ
て
強

引
に
授
業
を
打
ち
切
る
と
い
う
失
敗

の
あ
と
、
改
善
方
法
を
挙
げ
つ
つ
元

気
づ
け
て
く
れ
る
先
生
方
の
優
し
さ

に
触
れ
た
気
が
し
て
、
二
担
室
で
涙

目
に
な
り
、
夕
食
時
に
泣
き
、
入
浴

中
に
号
泣
し
ま
し
た
。
ま
た
、
朝
早

く
の
電
車
内
で
、
担
当
ク
ラ
ス
の
生

徒
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
、
何
て
爽
や

様
に
見
え
ま
し
た
が
、
今
ま
た
感
染

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

色
々
な
制
限
が
あ
る
中
、
イ
ベ
ン
ト

も
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
今
は
３
月

の
発
表
会
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
感
染
対
策
を
ど
う
す
る
か

も
考
え
つ
つ
、
私
達
講
師
は
生
徒
た

ち
が
楽
し
く
か
つ
達
成
感
を
得
ら
れ

る
素
敵
な
発
表
会
に
す
べ
く
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
演
奏
後
の
キ
ラ
キ
ラ
し

た
笑
顔
を
見
る
た
め
に
。

　

コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願
い
な
が
ら

も
、
今
の
現
状
に
合
わ
せ
て
仕
事
の

仕
方
や
生
活
様
式
を
変
え
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
後

ろ
を
振
り
返
っ
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
前
を
向
い

て
歩
く
し
か
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

生
徒
た
ち
、
子
供
た
ち
の
前
向
き

な
笑
顔
が
見
た
い
で
す
。
微
力
な
が

ら
、
私
は
音
楽
を
通
し
て
そ
の
お
手

伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

す
。
指
導
と
い
う
よ
り
は
、
生
徒
と

一
緒
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
き
た
と
い

う
方
が
正
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
、
昨
年
は
長
年
講
師
を

し
て
き
て
初
め
て
の
経
験
を
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ

り
レ
ッ
ス
ン
の
休
講
や
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
や
延
期
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
で
す
。

　

レ
ッ
ス
ン
が
再
開
さ
れ
て
も
、
飛

沫
感
染
予
防
の
た
め
レ
ッ
ス
ン
形
態

を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
イ
ベ
ン

ト
も
様
々
な
制
限
の
中
で
の
開
催
に

な
り
、
そ
れ
と
共
に
オ
ン
ラ
イ
ン
レ

ッ
ス
ン
や
リ
モ
ー
ト
で
の
勉
強
会

等
、
新
し
く
覚
え
る
事
だ
ら
け
、
手

探
り
状
態
…
…
緊
張
と
不
安
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

　

一
旦
は
流
行
が
お
さ
ま
り
か
け
た

　

コ
ロ
ナ
禍
の
昨
年
、
不
覚
に
も
骨

折
し
入
院
す
る
は
め
に
な
り
ま
し

た
。
家
族
す
ら
面
会
で
き
な
い
状
況

の
中
、
同
部
屋
の
方
が
四
高
の
先
輩

と
判
明
、
そ
の
ご
縁
で
今
回
の
寄
稿

と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
を
卒
業
後
、
好
き
が
高

じ
て
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
講
師
と
な

り
、現
在
に
至
り
ま
す
。
高
校
時
代
、

濱
崎
先
生
の
自
由
発
表
の
機
会
に
、

骨
と
う
品
の
よ
う
な
エ
レ
ク
ト
ー
ン

を
演
奏
し
ほ
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
大
好
き
な
音
楽
と
エ

レ
ク
ト
ー
ン
と
い
う
楽
器
を
通
じ
て

沢
山
の
生
徒
と
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
演
奏
す
る
こ
と
で
、
自
分
を
表

現
す
る
こ
と
や
、
仲
間
と
一
緒
に
演

奏
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
で
指
導
し
て
い
ま

難
し
い
質
問

四
高
通
教
が
人
生
の
転
換
点

今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

柳
　
川
　
春
　
樹

（
四
高
Ｈ
24
年
度
卒
）

樋
　
口
　
民
　
生

（
通
信
制
32
年
度
卒
）

酒
　
井
　
由
里
子

（
四
高
55
年
度
卒
）

四
日
市
市
の
協
力
の
も
と
、
四
日
市

の
飲
食
店
で
あ
れ
ば
、
基
本
的
に
参

加
可
能
を
謳
い
募
っ
た
と
い
う
の
が

「
さ
き
め
し
券
」
の
発
端
で
し
た
。

結
果
的
に
市
内
550
も
の
店
舗
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
初
「
さ
き
め
し
券
」
の

目
標
額
を
500
万
円
で
設
定
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
一
日
も
経
た
ず
に
達
成

し
、
私
た
ち
の
想
定
を
は
る
か
に
超

え
て
、
１
ヶ
月
で
約
３
億
円
も
の
賛

同
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
も
購
入
い
た
だ
い
た
方
々

は
、
そ
の
大
半
が
四
日
市
市
内
の
方

で
し
た
。
四
日
市
を
支
え
た
い
。
コ

ロ
ナ
の
影
響
の
中
、
少
し
で
も
力
に

な
り
た
い
。
そ
う
い
っ
た
市
民
の
思

い
や
り
の
声
が
今
回
の
「
さ
き
め
し

券
」
と
い
う
形
で
、
い
ち
早
く
実
行

さ
れ
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
全
国
に
四

日
市
商
店
連
合
会
の
取
組
み
と
し

て
、
広
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

想
定
外
の
反
響
か
ら
、
膨
大
な
券

の
発
行
・
仕
分
け
・
参
加
店
へ
の
支

援
金
の
振
込
み
等
、
作
業
の
日
々
が

続
き
ま
し
た
が
、
期
限
の
６
月
中
旬

ま
で
に
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
、

７
月
か
ら
の
利
用
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼

を
申
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
先
が
見
通
せ
な
い
日
々
が
続
く

中
、
四
日
市
が
少
し
で
も
元
気
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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す
。

　

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
前
日
11
月
２

日（
月
）に
は
、
来
県
さ
れ
た
そ
の
足

で
懐
か
し
い
母
校
を
30
数
年
ぶ
り
に

訪
問
さ
れ
、
新
作
の
中
の
犬
の
「
コ

ー
シ
ロ
ー
」
が
い
た
場
所
や
、
作
品

の
舞
台
と
な
っ
た
美
術
室
は
じ
め
、

本
校
の
様
々
な
場
所
を
見
て
回
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
最
後
に
訪
れ
た
図
書

館
で
は
直
前
の
呼
び
か
け
に
急
遽
集

ま
っ
た
四
高
生
有
志
５
名
と
懇
談

し
、
懐
か
し
い
母
校
の
想
い
出
に
浸

っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に
双
葉

社
よ
り
四
日
市
高
校
に
現
役
四
高
生

　

『
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・
バ
ス
』（
２

０
１
４
）、『
彼
方
の
友
へ
』（
２
０

１
７
）、『
雲
を
紡
ぐ
』（
２
０
２
０
）

の
３
作
品
で
直
木
賞
候
補
に
な
っ
た

四
高
同
窓
生
の
伊
吹
有
喜
さ
ん
が
、

四
高
に
か
つ
て
実
際
に
居
た
「
コ
ー

シ
ロ
ー
」
と
い
う
犬
を
題
材
に
し
た

小
説
『
犬
が
い
た
季
節
』
を
刊
行
し

た
こ
と
か
ら
、
11
月
３
日（
火
）の
文

化
の
日
に
刊
行
元
出
版
社
、
双
葉
社

の
企
画
に
よ
り
四
日
市
市
商
工
会
議

所
で
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
伊
吹
さ
ん
は
令
和
元
年
度

の
同
窓
会
総
会
に
お
い
て
も
、
創
立

120
周
年
記
念
の
講
演
を
し
て
い
た
だ

い
た
、
同
窓
会
と
も
縁
の
深
い
方
で

　「森センセイは四日市のご出身なんですって？」「ええ、自宅は和
歌山県の片田舎ですけど、実家は四日市ですよ」「ひょっとして四日
市高校？」「そうですけど……」「私も四高なんです」「エエっ？」
　さあここからが大事だ。私よりは明らかに年上に見えるが、妙齢？
のご婦人に何年卒ですか……なんて聞いて気を悪くされても困る。
　私がＮＨＫの特番で商船三井客船のクルーズ客船にっぽん丸の１日
船長をさせてもらったのが縁で、自然科学の講師として乗船するよう
になって30年近く。おかげで北はアラスカから南はタスマニアまで、
実に様々な所へ行かせてもらった。最も多い
のが小笠原クルーズと、私の専門分野である
南太平洋のミクロネシアやメラネシアを訪ね
る南洋クルーズだが、長い洋上生活の中で思
いがけず同窓生に出会うことがままある。
　残念ながら乗船客のほとんどが私と違って
経済的に余裕のある？年配のおじサマおばサ
マばかりなので、未だに後輩に出会ったこと
はないが、それでも年の近い先輩だったりす
ると話が一気にタイムスリップする。
　といっても毎回400人近くのお客サマが乗

っているのだから、普通なら食事でテーブルが一緒になったり、船内
イベントで仲良くなったりしなければなかなか出身高校までは話が進
まないのだが、そこはソレ、乗船中に毎日届けられる船内新聞には、
講師のプロフィールがしっかりと紹介されている。
　「ボク、まだ校歌も“希望の門”も歌えますよ」「すごいわあ。私
なんか校歌だってうろ覚えですもの」
　なあに、高校生活３年間、音楽部に居たおかげなのだが、今でもふ
としたはずみで「文に聡きは武に強し、北勢四高の健男児……」とい
う応援歌の一節がが口をついて出てくることがある。
　「森センセイ、今晩夕食をご一緒していただけません？」「僕はセ
カンドシーティングですけど大丈夫ですか？」「ええ、私も２回目な
ので」
　幸いどちらも２回制のメインダイニングのディナーが遅めの２回目
だったので、入り口で待ち合わせ、８人掛けの大テーブルをリクエス
トした。
　「四高にカンパーイ！」その夜は四日市高校同窓会にっぽん丸臨時
支部？の夕食会で盛り上がり、気が付くとメインダイニングに残って
いたのは私たちだけだった。

洋上の出会い

森 　 拓 也 （四高45年度卒）

直
木
賞
候
補
作
家 

伊
吹 

有
喜 

さ
ん

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　

第
12
回
四
高
銀
城
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
去
る
11
月
5
日（
木
）四
日

市
カ
ン
ツ
リ
ー
俱
楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。	

　

当
日
は
絶
好
の
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
53
名
の
ご
参
加
（
内
女
性
3
名
）

を
頂
き
競
技
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
勝
者
は
下
記
の
通
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
第
13
回
ゴ
ル
フ
大
会
は
令
和
3
年
11
月
4
日（
木
）に
四
日
市

カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
12
回

銀
城
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

（48＋47＝95－26.4＝68.6）
水谷　 真さん（S55年度卒）

男子の部

（51＋53＝104－26.4＝77.6）
今谷 　香さん（S47年度卒）

女子の部

の
参
加
に
つ
い
て
の
打
診
が
あ
り
、

５
名
程
度
の
人
選
の
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。『
犬
が
い
た
季
節
』
は
四
高

を
モ
デ
ル
に
し
た
「
八
稜
高
校
」
で
、

実
在
し
て
い
た
犬
の「
コ
ー
シ
ロ
ー
」

の
視
点
を
通
し
て
、「
恋
」
や
「
旅

立
ち
」
や
「
決
意
」
な
ど
、
18
歳
の

微
妙
な
年
ご
ろ
の
揺
れ
動
く
心
理
状

態
を
描
い
た
、
普
遍
的
な
青
春
小
説

で
あ
る
た
め
、
実
際
の
現
役
高
校
生

の
読
後
の
感
想
な
ど
、
生
の
声
を
交

え
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
伊
吹
さ
ん
の
母
校
で

あ
る
四
高
に
声
が
か
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

公
募
に
よ
り
参
加
す
る
こ
と
に
な

事務局からのお願い
　ご住所変更の折には会館まで是非ご一報ください。
　電話番号は 059－365－3631、メールの場合は sikoukai@
m2.cty-net.ne.jp もしくは同窓会ホームページ右上の「住所
変更・お問い合わせ」からです。どうぞよろしくお願いいたし
ます。
　また、ＨＰに掲載ご希望のお知らせ等がありましたら、お気
軽にご連絡ください。

リレー随想 〈第24回〉

小笠原クルーズでウミガメの放流にっぽん丸

男女優勝者と会長
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　私たちは、昨年10月18日、鈴鹿医療科学大学千代崎キャンパス
で行われた三重県科学オリンピック大会に、ＳＳＨ生物部１名、Ｓ
ＳＨ科学部１名、２年生有志６名の計８名からなるチームで出場し
ました。
　私たち８名は、普段は別々の活動をしていますが、10月初旬に
科学オリンピック出場のために集まりました。チームの目標は、優
勝。そして、科学の甲子園出場です。本番に向けて様々な準備を重
ねました。
　大会では、筆記競技と実技競技があり、筆記競技は、数学、物理、
生物、化学、地学、情報の６科目を８名が協力して90分間で、実
技競技は、物理、生物、総合をそれぞれ３名ずつで競いました。出
題される内容は難しく苦しい場面もありましたが、協力して最善を
尽くし、その結果、参加13校の中で優勝することができました。
　「科学の甲子園」は３月19日～22日の４日間、つくば国際会議場、
つくばカピオで行われ、各
都道府県の優勝校が参加す
る予定です。
　三重県大会で学んだこと
を生かしつつ、さらに実力
をつけ、当日は三重県代表
の名に恥じぬよう、全力を
尽くしたいと思います。応
援宜しくお願いします。

　ある時、友人に四日市高校のスクールカラーは緑色であることを教
えてもらったことがありました。これは、四日市高校の応援歌に由来

するものだそうですが、私には四日市高校で過ごした日々とは、まさに深緑の中にいる
かのようなものだったと思えてなりません。
　私にとっての高校は、人が清涼な自然に触れた時のように、ありのままの姿でいられ
る場所でした。それは、どう向き合えば良いのかわからず、それまでなら目を背けてい
た想いや葛藤を共有してくれる友人たちがいたからだと強く思います。そのような友人
たちの存在はわたしにとってまさに大きな精神的支えであり、そして、自身の内面や感
情を外部に昇華できる空間を得られたことは大きな喜びでした。
　また、自分にはない素養を備えた同世代の友人たちに対して、尊敬の念にも似た感情
を持つことが度々ありました。そのような関わりの中で自身の視野は格段の拡がりをみ
せ、世界への価値観に深淵さを持たせるきっかけとなってくれました。自分自身の確固
たる基盤と柔軟性を持ちながら生きること。これは能動的に意識しなければ得られない
感覚であり、それらのバランスは実に繊細なものであると思うのです。この感覚に気づ
かせてくれたのが友人たちであり、その感覚の具現ともいえるのが彼らの姿でした。
　そして、勉学に励む過程では、自分が今後学んでいきたい学問とは何なのか、自分が
進みたい道とはどんなものなのかを考える場面が数多く有りましたが、様々な学問領域
とその可能性を示唆して下さったのが先生方でした。学問領域とはまさに一本一本の
木々であり、四日市高校とはそれらの中から、大学という学び舎で何をしていきたいの
かを探る場でもあったのだと思います。
　私はまだ四日市高校という深緑の森から一本の幼木をもらったに過ぎないのです。３
年間の経験と考えたこと、教えていただいたことを糧としながら、さらなる学びを深め、
自分自身の幼木を深緑の木に育てていきたいと思っています。

「科学の甲子園」出場　に向けて深緑の場所
２年７組　山　村　修　平３年９組　　曽　我　萌々子

学 園 だ よ り

っ
た
の
は
、
１
年
生
か
ら
女
子
が
１

名
、
２
年
生
か
ら
は
女
子
が
４
名
と

男
子
が
１
名
の
合
計
６
名
で
、
当
日

は
、『
犬
が
い
た
季
節
』
の
感
想
を

述
べ
た
後
、
今
の
自
分
の
悩
み
ご
と

や
進
路
選
択
の
経
験
、
伊
吹
さ
ん
の

高
校
時
代
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
質

問
し
、
そ
れ
に
対
し
て
伊
吹
さ
ん
か

ら
丁
寧
に
、
ま
た
温
か
い
視
点
で
答

え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
後
に
は
サ
イ
ン

会
が
あ
り
、
参
加
し
た
四
高
生
も
サ

イ
ン
を
い
た
だ
き
、
忘
れ
ら
れ
な
い

文
化
の
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

伊
吹
さ
ん
は
今
回
の『
雲
を
紡
ぐ
』

で
も
残
念
な
が
ら
直
木
賞
の
受
賞
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
す
で
に
複

数
の
作
品
が
映
像
化
や
舞
台
化
さ

れ
、
さ
ら
に
今
後
も
い
く
つ
か
の
作

品
が
映
像
化
さ
れ
て
い
く
可
能
性
が

あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
こ
の
原
稿
執

筆
時
点
で
、『
犬
が
い
た
季
節
』
が

本
屋
大
賞
２
０
２
１
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト

10
作
品
に
選
ば
れ
た
と
い
う
朗
報
も

入
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
益
々
の

活
躍
を
お
祈
り
し
、
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
／
教
頭　

丹
羽　

徹
）

美術教室にて

図書館で有志と懇談

トークイベントの様子

当日のサイン会

記念撮影
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空から見た母校

編集後記

う次第です。さて一方で、伊吹さんの母校での思い出から出発した
本が出版され、さらに今年は富中36回卒の大先輩音楽家伊藤亘行
氏の生誕100周年ということで催しが企画され、卒業諸氏の話題に
事欠かない今年度でした。以降の益々の発展を期待いたします。

（小林の）

　日本中、否、世界中が右往左往した昨年でしたが、今年もまだ例
年通りの会の運営はままならず暗中模索は続きます。その中で、今
までとは視点や方法を変えての対処に踏み切ったり、新しいことへ
の挑戦も生まれています。この大きなうねりに抗うことなく、しか
し大切なことを見失うことなく一歩一歩進むことを旨とせねばと思

創立120周年当時（平成30年７月３日撮影）

創立70周年当時（昭和44年） 創立100周年当時（平成11年）


